
初期臨床研修プログラム

北九州市立医療センター



北九州市立医療センター
の特徴

da Vinci®手術

地域がん拠点病院 生活習慣病総合周産期
⺟⼦医療センター

充実したがん診療 安心の総合周産期
⺟⼦医療センター

地域に根ざした
生活習慣病のケア



２０２４年 退院患者疾病分類別割合

感染症及び寄生虫症 1.7%

悪性新生物（上皮内新生物含む）

49.5%

良性新生物 4.4%

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 0.7%内分泌、栄養及び代謝疾患 2.3%

精神及び行動の障害 0.4%

神経系の疾患 0.7%

眼及び付属器の疾患 1.6%

耳及び乳様突起の疾患 0.3%

循環器系の疾患 3.6%

呼吸器系の疾患 6.5%

消化器系の疾患 7.6%

皮膚及び皮下組織の疾患 0.6%

筋骨格系及び結合組織の疾患 4.8%

腎尿路生殖器系の疾患 3.0%

妊娠、分娩及び産じょく＜褥＞ 4.1%

周産期に発生した病態 1.3%

先天奇形、変形及び染色体異常 0.5%

症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で

他に分類されないもの 1.0%

損傷、中毒及びその他の外因の影響 4.1% 特殊目的用コード 1.0% その他 0.3%

※疑い病名含む

合計：12,149人



充実したがん診療
厚生労働大臣から「地域がん診療連携拠点病院」の
指定を受け、わが国に多い５大がん（肺がん・胃が
ん・肝がん・大腸がん・乳がん）を中心に、最新の
医療機器を備え、地域の医療機関と緊密な連携と協
力を取りながら、継続的に質の高いがん医療を行っ
ています。

【院内がん登録患者数 2,751名（2023年）※2025/4/1最新】



院内がん部位別登録 2023年
※2025/4/1最新
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手術支援ロボット「da Vinci(ダヴィンチ)Xi」の２台目が
導入されました！



ロボット手術風景



ロボット手術風景
緑色は胃に注入したICGが蛍光を発しています。

リンパの流れを確認︕



その他にも・・・
がん薬剤師外来 外来化学療法センター緩和ケアセンター

患者支援センター がんゲノム外来がん相談支援センター



安心の総合周産期
⺟⼦医療センター

「総合周産期母子医療センター」では、北
九州市内だけではなく、福岡県東南部、大
分県北部までの周産期救急医療を担ってい
ます。母性胎児部門、新生児内科部門及び
新生児外科部門の専門医やスタッフの連携
のもと、２４時間体制で出生前から出生後
まで、母児への集中治療を行っています。



当院総合周産期母子医療センターの特徴①

産科 43床 ⺟体胎児集中治療管理室（MFICU） 6床
一般病床（産科専用） 37床

新生児科 30床 新生児集中治療管理室（NICU） 9床
新生児治療回復室（GCU） 21床

病床数が多い 産科病床数は福岡県で最多です！

勤務医師数が多い チーム医療をおこなっています！

当直体制 夜間の診療も安心です！

産婦人科医13名・新生児科医4名・小児外科医1名
麻酔科医14名

産科 当直医2名・待機医1名
新生児科 当直医1名・待機医1名



当院総合周産期母子医療センターの特徴②

対象疾患が多い︕
先天性心疾患の外科治療以外は治療対象です︕

救急搬送数が多い︕
北九州市東部・福岡県⻄部・⼭⼝県⻄部・⼤分県北部
から搬送されます︕

産科救急搬送 197件（2024年度）
新生児科救急搬送 9件（2024年度）

産 科︓胎児診断・胎児治療・産科危機的出⾎・⺟体合併症全般・
超緊急帝王切開分娩

新生児科︓在胎22週以降の新生児、呼吸器疾患、小児外科疾患全般、
脳神経外科疾患



当院総合周産期⺟⼦医療センターの特徴③

豊富な症例数に対する標準的な診療と研修医への
適切な指導

各診療科とのコミュニケーションが良好

産科と新生児科、小児外科、麻酔科との仲がとっても良く、
良好な信頼関係を保っています。

ガイドラインに沿った治療を⾏い、研修医は常に上級医から
指導を受けるため、研修医は豊富な症例を正しい考えや正しい
治療法に基づいて経験できます。



地域に根ざした
生活習慣病のケア

生活習慣病とは、生活習慣（life style）が要因

となって発生する諸疾病で、適切な指導や治
療を受けずに、そのまま放置してしまうと、
生命の危機に瀕する病気や後遺症が残る病気
を引き起こす可能性が高くなります。市立医
療センターでは、それらの基礎疾患というべ
き高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満などの
治療を行うとともに、その予防を目指して強
力な啓発活動を行っています。



医療センターの診療実績



病床数 636床 医師数合計 149名 2025.4.1現在

・一般病棟‥‥‥‥‥544床
特定⼊院料
HCU ‥20床 MFICU ‥6床
NICU ‥9床 GCU ‥ 21床
緩和ケア‥‥‥20床

・感染症病棟‥‥‥‥16床

〇正規常勤医師 120名
〇嘱託・委託医師 8名
〇後期臨床研修医 15名
〇初期臨床研修医 6名

患者数 (2024年度実績）

〇外来患者数 1,002名
（1日平均）

〇⼊院患者数 391名
（1日平均）

〇救急搬送者数 7.6名
（1日平均）

施設認定

〇地域がん診療連携拠点病院
○がんゲノム医療連携病院
〇総合周産期⺟⼦医療センター
〇第⼆種感染症指定医療機関
〇災害拠点病院
〇臨床研修指定病院
（基幹型・協⼒型） 等



標榜診療科目（届出）

内科、肝臓内科、⾎液内科、感染症内科、心療内科、精神
科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、腫瘍内科、内
分泌・糖尿病内科、緩和ケア内科、小児科、外科、消化器
外科、乳腺外科、内分泌外科、⼤腸外科、肛門外科、肝臓
外科、胆のう外科、膵臓外科、食道外科、胃腸外科、整形
外科、リハビリテーション科、脳神経外科、呼吸器外科、
心臓⾎管外科、小児外科、⽪膚科、泌尿器科、産婦人科、
眼科、⽿⿐咽喉科、放射線科、病理診断科、麻酔科、⻭科、
形成外科

診療科 ４１科 指導医 ４2人（2025年４⽉１⽇現在）

豊富な診療科と優秀な指導医が揃っています︕



初期臨床研修プログラム



プログラムの特徴

内科、外科をはじめ、呼吸器内科、心療内科、整形外科、
小児外科、脳神経外科など研修に必要なあらゆる専門科目が
そろっており、俯瞰的にも希求的にも研修することができま
す︕

豊富な診療科

「まず一度やってみる︕」という実践型の教育体制であり、
マンツーマンに近い指導のもと根拠や他の可能性を考えつつ
多くの実践を重ねることで、早く体で覚えることができます︕

実践型の研修



研修ローテート例

〇内科（３０週）、外科（８週）、小児科（４週）、産婦人科（４週）、
救急（１２週）、地域医療（４週）、精神科（４週）は必修です。

※⾒直しの可能性があります。
〇救急は、「北九州市⽴⼋幡病院」または「⼤手町病院」

地域医療は「⽮津内科消化器科クリニック」「中原クリニック」
精神科は「南ヶ丘病院」で研修を⾏います。

※救急、地域医療、精神科は他院で研修を⾏います︕
〇選択科目は希望する科での研修が可能です。

連携している協⼒病院・施設の診療科すべてから選択可能です︕
【連携施設】

⼋幡病院、⼤手町病院、⽮津内科消化器科クリニック、南ヶ丘病院、
小倉記念病院、中原クリニック

グループごとに各科の時期を変えて研修開始時に予定を決定します。







初期研修医の処遇

〇給与のほかに、当直手当、時間外手当⽀給されます︕
〇敷⾦、礼⾦等、⼊退居時の一時的な費用と

初期研修の場合、毎⽉の賃貸料の半額程度、
病院が負担します︕
※共益費、駐⾞場代等は⾃⼰負担となります。

⽴地が最⾼できれいなマンションに
⼿出し３万円程度で住めます︕

5,300円

320,000円 340,000円



アクセス

北九州市⽴医療センター

小倉駅

当院の周辺には、商業施設や公園、史跡などが点在し、快適な生活環境
が整っています。小倉駅も近く、モノレール旦過駅より徒歩２分という
便利なアクセスも特徴の一つです。

小倉駅からモノレール２駅（2分）
【モノレール】旦過駅より徒歩2分
【⻄鉄バス】市⽴医療センター前

好⽴地︕



やる気のある学生のみなさん︕

是非当院にお越しください︕
まずはHPから病院⾒学の申し込みを!


